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本研究は、小学校国語科における「話すこと・聞くこと」の力を高めるために、教師用

単元シートと児童用学習シートをつなげる指導の工夫を行い、指導と評価の一体化を目指

したものである。手立ての一つ目は、学習活動、おおむね満足できる児童の状況、努力を

要する児童への手立てを明確にした教師用単元シートの作成と授業中や授業後の見取りや

評価への活用である。二つ目は、教師用単元シートを基にした、児童が単位時間のめあて

から振り返りまでを見通すことのできる児童用学習シートの作成と活用である。三つ目は

二つのシートをつなげる指導の工夫である。これらの手立てを取り入れていくことで、児

童の「話すこと・聞くこと」の力を高められることを実践を通して明らかにした。 

キーワード 【国語―小 話すこと・聞くこと 指導と評価の一体化 授業改善】 

《研究の概要》 



Ⅰ 主題設定の理由 

 

 平成28年12月に、中央教育審議会において、「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校

の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」が示された。そこでは、新しい学習指導

要領等の公示に向けて改善すべき事項をまとめ、枠組みを考えていくことが必要となる点の一つとして

「『何が身に付いたか』（学習評価の充実）」を挙げている。それを受けて「児童生徒の学習評価の在

り方について（報告）」（平成31年１月）では、学習評価の改善の基本的な方向性として、「児童生徒

の学習改善につながるものにしていくこと」「教師の指導改善につながるものにしていくこと」が示さ

れた。それらの答申や報告などを踏まえ国立教育政策研究所で作成された「『指導と評価の一体化』の

ための学習評価に関する参考資料」（令和２年３月）に、「学習指導要領改訂の趣旨を実現するために

は，学習評価の在り方が極めて重要であり，すなわち，学習評価を真に意味あるものとし，指導と評価

の一体化を実現することがますます求められている」とある。単に評価をして終わりにすることなく毎

時間の学習評価を充実させ授業改善につなげることが必要である。 

 小学校学習指導要領（平成29年３月公示）では、全ての教科等の目標及び内容を、「知識及び技能」

「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱で再整理して、各教科等でど

のような資質・能力の育成を目指すのかが明確化された。そして、教育目標や内容の再整理を踏まえ

て、観点別学習状況の評価については、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組

む態度」の３観点に整理された。社会に出てからも学校で学んだことを生かせるよう、三つの力をバラ

ンスよく育むことが求められている。 

 令和３年度学校教育の指針（群馬県教育委員会）には、国語の授業改善のポイントとして、「ねらい

を明確にした交流活動を設定」することが掲げられている。学びを深める交流活動を行うためには、相

手に伝わるように話したり、話し手の伝えたいことの中心を捉えて聞いたりする力が不可欠であり「話

すこと・聞くこと」の指導の充実が重要であると考える。 

 研究協力校では、「話すこと・聞くこと」の力の個人差が大きく、自分の考えを相手に伝わるよう話

したり、相手の意図していることや話の要点を考えながら聞いたりすることが難しい児童もいる。教師

側の課題としては、「話すこと・聞くこと」の学習場面で、単元を通して必要な評価を行い指導改善に

つなげることが難しい現状がある。 

 こうした課題の解決に向け、児童の「話すこと・聞くこと」の力を高めるために、教師が毎時間の評

価を指導改善に生かしたり、授業中に見取った児童の様子やワークシートへの記入状況を基に助言など

を行い学習改善につなげたりする工夫が必要であると考える。そこで、毎時間の評価を見取ったり手立

てを明確にしたりする教師用単元シートと児童が自己の学習を振り返ることのできる児童用学習シート

につながりをもたせることで、評価を生かした指導の工夫ができるのではないかと考え、本主題を設定

した。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

 

 小学校国語科の「話すこと・聞くこと」領域の含まれる単元での指導において、児童の「話すこと・

聞くこと」の力を高めるために、教師が学習活動、おおむね満足できる児童の状況、努力を要する児童

への手立てを明確にすることができる教師用単元シートと児童が単位時間のめあてから振り返りまでを

見通すことができる児童用学習シートを作成し、二つのシートをつなげる指導の工夫をすることの有効

性を明らかにする。 

 

Ⅲ 研究仮説（見通し） 

 

 １ 教師用単元シートの作成と活用 

  教師用単元シートとして、学習活動、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）、「努力を要する」状況 
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 （Ｃ）の児童に対する手立てを明確にしたものを作成し活用すれば、教師は、単位時間ごとに児童の 

 学習状況を把握し、一人一人への支援や手立てに生かすことができるであろう。 

  

２ 児童用学習シートの作成と活用 

  児童用学習シートとして、学習活動と「おおむね満足できる」状況（Ｂ）を基に、めあて、学習内 

 容、まとめ、振り返りを記入できるものを、単位時間ごとに作成し活用すれば、児童は自己の学びや 

 考えを整理したり、学習の達成感を味わったり、学んだ内容を再確認したりすることができるであろ 

 う。 

 

３ 教師用単元シートと児童用学習シートをつなげる指導の工夫 

  教師用単元シートを基に児童用学習シートを作成したり、児童用学習シートから見取ったことを次 

 時以降の学習活動の再考に生かしたりするなど、二つのシートをつなげる指導の工夫をすることが、 

 「指導と評価の一体化」による授業改善につながり、「話すこと・聞くこと」の力を高めることがで 

きるであろう。 

 

Ⅳ 研究の内容 

 

１ 手立ての説明 

(1) 教師用単元シートの作成と活用 

各単位時間の学習活動と、単位時間ごとに

「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と評価す

る児童の姿、「努力を要する」状況（Ｃ）の

児童に対する手立てを示した教師用単元シー

ト（図１）を作成し、授業中や授業後に活用

する。「おおむね満足できる」状況（Ｂ）の

具体的な児童の姿をイメージして示しておく

ことで、児童の学習状況を適切に見取り単位

時間ごとの評価が充実すると考える。また、

手立てを明確にしておくことで、「努力を要

する」状況（Ｃ）と判断した児童に対して、

その授業時間内及び授業後に適切な支援を行

うことができると考える。「おおむね満

足できる」状況（Ｂ）の欄には質的な高

まりや深まりをもっている児童の名前や

様子を、「努力を要する」状況（Ｃ）へ

の手立ての欄には、支援を行った児童の

名前と様子や具体的な手立てなどを記録

する。 

(2) 児童用学習シートの作成と活用 

   各単位時間に、１枚のシートで、めあ

て、学習内容、まとめ、振り返りの枠に

児童が記入できるようにする。児童用学

習シート（図２）は、 (1)のシートにあ

る学習活動と「おおむね満足できる」状

況（Ｂ）を基にして作成する。授業中、児童がめあてに沿った学習を進め、本時の振り返りまで確

実に取り組めるよう活用する。授業後は、シートの記述を評価に生かしたり、必要に応じて助言を

図１ 教師用単元シート 

図２ 児童用学習シート 
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記入して支援したりすることができると考える。 

(3) 教師用単元シートと児童用学習シートをつなげる指導の工夫 

  ① 教師用単元シートから児童用学習シートへのつながり 

   ・教師用単元シートで明確にしてある学習活動や「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と見取る具

体的な児童の姿を基にして、児童用学習シートを作成する。児童が学習内容を意識し記述しや

すい形で、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）に関連した記述ができるようにする。 

   ・児童用学習シートは授業後に集約し、教師が授業中に教師用単元シートに記録した様子や児童

の記述を基に助言を記入する。次時の授業開始に合わせて児童に返却し、前時の振り返りや教

師の助言を確認できるようにする。 

  ② 児童用学習シートから教師用単元シートへのつながり 

   ・授業後に集約した児童用学習シートの記述から児童の学習状況を見取り、教師用単元シートに

質的な高まりや深まりをもっている児童の名前や様子、努力を要する児童の名前や様子を記録

する。教師用単元シートに、記録することによって、授業中の見取りと授業後に集約した児童

用学習シートの記述からの見取りを一緒に確認することができるようにする。 

   ・授業中に教師用単元シートに記録した児童の学習状況や児童用学習シートの記述から見取った

児童の実態を踏まえて、学習活動や手立てを必要に応じて再考したり、特に留意すべき点を考

えたりして、教師用単元シートの「学習活動」の欄に指導上の留意点などを追記する。前時の

児童の実態から不十分だと捉えた点について、もう一度確認してから本時の学習に入ったり、

新たな支援の方法を考えたりするなどが考えられる。 

 

２ 研究構想図 
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Ⅴ 実践の計画と方法 

 

１ 授業実践の概要   

  (1) 低学年の実践 

対象 実践① 研究協力校 小学校第２学年 20名 実践② 研究協力校 小学校第２学年 20名 

実践期間 令和３年７月５日～７月14日 ８時間 令和３年10月26日～11月８日 ８時間 

単元名 しつもんしあって、くわしくかんがえよう みんなで話をつなげよう 

 (2) 中学年の実践（指導案を基に担任が実践） 

対象 実践① 研究協力校 小学校第４学年 21名 実践② 研究協力校 小学校第４学年 21名 

実践期間 令和３年９月８日～９月10日 ３時間 令和３年11月10日～11月19日 ８時間 

単元名 対話の練習をしよう 役わりをいしきしながら話し合おう 

 (3) 高学年の実践（指導案を基に担任が実践） 

対象 実践① 研究協力校 小学校第６学年 30名 実践② 研究協力校 小学校第６学年 30名 

実践期間 令和３年９月１日～９月３日 ３時間 令和３年11月15日～11月19日 ５時間 

単元名 対話の練習をしよう 目的や条件に応じて、計画的に話し合おう 

 

２ 検証計画 

検証項目 検証の観点 検証方法 

見通し１ 

学習活動、おおむね満足できる児童の状況、努力を要する児童に対する手立てを明

確にしたシート（教師用単元シート）を作成し活用したことで、教師は、単位時間ご

との児童の学習状況を見取り、一人一人への支援や手立てに生かすことができたか。 

・教師用単元シートの記入

内容の分析 

・授業実践者への聞き取り 

見通し２ 

めあて、学習内容、まとめ、振り返りを記入できるシート（児童用学習シート）を

単位時間ごとに、学習活動とおおむね満足できる児童の状況を基に作成し活用したこ

とで、児童は自己の学びや考えを整理したり、学習の達成感を味わったり、学んだ内

容を再確認したりできたか。 

・児童用学習シートの記入

内容の分析 

・学習シートに関する児童

用アンケート 

 

 

見通し３ 

 

 

教師用単元シートを基に児童用学習シートを作成したり、児童用学習シートから見

取ったことを次時以降の学習活動の再考に生かしたりするなど、二つのシートをつな

げる指導の工夫をしたことで、授業改善につながり、児童の「話すこと・聞くこと」

の力を高めることができたか。 

・両シートの記入内容の関

係性の分析 

・授業実践者への聞き取り 

・児童用アンケート 

・児童用学習シートの記述

内容の見取り 

 

３ 指導と評価の計画 

○低学年「みんなで話をつなげよう」の実践   ●指導に生かす評価  ○評定に用いる評価 

 

 

評 

価 

規 

準 

知識・技能 ①共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関係について理解して

いる。（(2)ア） 

思考・判断・表

現 

①「話すこと・聞くこと」において、互いの話に関心をもち、相手

の発言を受けて話をつないでいる。（Ａ(1)オ） 

②「話すこと・聞くこと」において、身近なことや経験したことな

どから話題を決め、伝え合うために必要な事柄を選んでいる。（Ａ

(1)ア） 

主体的に学習に

取り組む態度 

①積極的に相手の発言を受けて話をつなぎ、学習の見通しをもって

話し合おうとしている。 

 

- 4 -



時

程 

過 

程 

○ねらい  評価の観点 評価項目 

〈方法〉 知 思 態 

第

１

時 

つ 

か 

む 

 

○相談事を話し合う計画を立てる活動を

通して、学習の見通しをもつことがで

きるようにする。 

 

  ● 学習の見通しをもち、関

心をもって相談事の話合

いに取り組もうとしてい

る。〈観察・シート〉 

 

 

第

２

時 

追 

究 

す 

る 

 

 

○相談するに当たってふさわしい話題の

選び方を話し合う活動を通して、話題

を考えることができるようにする。 

 ●  相談するに当たって、ふ

さわしい話題を考えてい

る。〈観察・シート〉 

第

３

時 

○相談事について話し合う活動を通して

ふさわしい話題を決めることができる

ようにする。 

 ○  相談するに当たって、ふ

さわしい話題を決めてい

る。〈観察・シート〉 

第

４

時 

○手本の話合いを聞く活動を通して、話

合いの仕方を確認できるようにする。 

●   話合いの仕方を理解して

いる。〈観察・シート〉 

第

５

時 

○ロールプレイングを通して、質問・復

唱・共感・感想などの話のつなげ方を

確認できるようにする。 

 ●  話のつなげ方を考えてい

る。〈観察・シート〉 

 

第

６

時 

○相談に関心をもち、グループの友達と

話をつなげて、話合いができるように

する。 

○ 

 

●  順序に気を付けて話し合

い、友達の考えとの相違

を受け止めている。〈観

察・シート〉 

話をつなげて話し合って

いる。〈観察・シート〉 

第

７

時 

○相談に関心をもち、グループの友達と

より上手に話をつなげて、話合いがで

きるようにする。 

 

 ○ ○ 話をつなげて話し合って

いる。〈観察・シート〉 

積極的に話をつなぎ話し

合おうとしている。〈観

察・シート〉 

第

８

時 

ま 

と 

め 

る 

 

○単元全体を振り返る活動を通して、話

をつなぐ話合いの仕方をまとめること

ができるようにする。 

 ○ ○ 話をつなぐ話合いの仕方

をまとめている。〈シー

ト〉 

学んだことをどのように

生かしていくか考えてい

る。〈観察・シート〉 

 

Ⅵ 研究の結果と考察 

 

 １ 教師用単元シートの作成と活用について（見通し１） 

  (1) 低学年の実践② 

   各単位時間の評価を行い、指導改善につなげられるよう、第１時～第８時まで、手元に教師用単

元シートを置いて授業を進めた。「おおむね満足できる」状況（Ｂ）の児童の具体的な姿を明記し

てあるため、授業中は、容易にその規準に達しない児童の状況を見取ることができた。また、「努

単元の学習課題 

みんなで話をつなげて、そうだんごとについて話し合おう。 
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力を要する」状況（Ｃ）の

児童への手立ての明記は、

スムーズな支援につながっ

た。授業中、教師用単元シ

ートの「おおむね満足でき

る」状況（Ｂ）の欄には、

質的な高まりや深まりをも

っている児童の名前や様子

を、「努力を要する」状況

（Ｃ）への手立ての欄には

支援を行った児童の名前と

様子や具体的な手立てなど

を記録した（図３）。授業

後は集約した児童用学習シ

ートの記述の評価を行い、

教師用単元シートに記録し

た。その際も、質的な高ま

りや深まりをもっている児

童の名前と、「努力を要す 

る」状況（Ｃ）の児童の名 

前を記入した。 

  (2) 中学年の実践② 

  〔４年担任への聞き取りより〕 

単位時間ごとに細かく、自分

が気を付けるところ、児童の見

るところとなっていて、分かり

やすかったと思う（図４）。最

初のうちは、学習活動の下の欄

をどうしたらよいか分からなく

て、話を聞いているうちに、次

にやらせたいことや自分が気を

付けようと思っていることを書

けばよいのだなということが分

かって、書けるようになった。

児童の様子を授業をしながら時間内にさっと書くのは難しかったが後で児童用学習シートが手元に

来るので、それを見ながら思い出して書くこともできた。後で見たときにこうなっている（図４）

と分かりやすいと思う。Ａ４サイズだと、手元に保管しておくにはちょうどよいサイズであるが、

書き込むにはもっと大きくスペースに余裕のある方が使いやすいと思った。例えばＢ４サイズで使

い、保管するときには縮小するという方法も考えられる。 

  (3) 高学年の実践② 

 〔６年担任への聞き取りより〕  

 授業の学習活動などが書いてあるので、今日何をするのかが一目で分かり、単元の流れも分かる

ので、見通しがもてる。机間支援のときに教師用単元シートを持っていると、この児童にこういう

ことを言ったなとさっとメモできるのがよかったと思う。メモを取るのをうっかり忘れてしまうこ

ともあったが、このような視点をもって机間支援をしなければいけないなと改めて思った。手立て

は、どのようなアドバイスをしたらよいかの参考になった（次ページ図５）。 

図４ 教師用単元シート（４年） 

図３ 教師用単元シート（２年） 
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 以上の実践より、教師用単元シー

トを活用したことで、単位時間ごと

に児童の学習状況を把握し、一人一

人への適切な支援につなげることが

できたと考えられる。 

 

２ 児童用学習シートの作成と活用に

ついて（見通し２） 

(1) 低学年の実践② 

第１時から第８時まで、単位時間

ごとに１枚ずつ児童用学習シートを

活用した。「めあて」「まとめ」の

枠があり、学習内容の何をどこに書

けばよいかがはっきり分かるので、

児童は記述しやすい様子だった（図

６）。最後に「振り返り」を書くス

ペースを確保したことで、毎時間確

実に振り返りをすることができた。

第２時以降は授業開始に合わせて前

時のシートを返却して、前時の学習

内容や自己の学習状況を振り返り、

教師からの助言を確認することがで

きた。第８時の「まとめる」過程で

は、単元のまとめや振り返りに生か

せるよう、第７時までの学習シートを見返すよう促した。それらのシ

ートをこれまでの学習内容や自分ができるようになったことなどの確

認に使っている様子が見られた。 

学習後の児童に児童用学習シートについてのアンケートを実施し、

「学習シートは、この単元の学習をするのに役に立ちましたか」とい

う問いに、「とても」「まあまあ」を合わせて、95％の児童が役に立

ったと回答した（図７）。具体的には、「書きやすかった」「振り返

りがしっかりできた」「自分の考えをまとめられた」「できるように

なったことが分かった」「先生よりの言葉で気付くことがあった」と

いう回答が多かった。多くの児童は、本単元の学習を進める上で児童

用学習シートが役に立ったと考えていることが分かる。 

  (2) 中学年の実践② 

教師用単元シートを基に作成した児童用学習シートを単位時間ごと

に１枚ずつ活用し、第２時以降、授業の最初に、前時の児童用学習シ

ートを返却していた。配付された直後、多くの児童が教師の助言を真

剣に読んでいる様子が印象的だった。事前に、８時間分の児童用学習

シートを用意しておいたが、第４時の児童用学習シートの指示が分か

りづらく児童が適切に取り組むまでに時間がかかってしまったので、類似の活動を予定していた第

６時の児童用学習シートを作成し直した。第８時は、第１～７時全ての児童用学習シートを確認し

ながら、単元のまとめを行っている様子が見られた。 

   学習後に実施した児童用学習シートについてのアンケートでは、85％の児童が役に立ったと回答

した（図８）。役に立ったと考えている児童の自由記述では、以下のような回答があった。 

図５ 教師用単元シート（６年） 

図６ 児童用学習シート 

図７ 児童用学習シートに 

ついて（２年） 

図８ 児童用学習シートに

ついて（４年） 
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  ・すぐに前のことが見返しができる。    

・先生からのコメントが役に立った。 

・うまくまとめられて、簡単に書くことができる。 

・「先生より」でアドバイスをたくさんもらって、そのようにやったらうまくいった。 等 

「役に立たなかった」と回答した児童は「ノートと学習シートのどちらかだったらノート」、

「あまり役に立たなかった」と回答した児童は「いつもと同じ感じだった」と記述していた。４年

での実践でも、多くの児童にとって、本単元の学習を進める上で児童用学習シートが役に立ってい

たことが分かる。 

  (3) 高学年の実践② 

児童用学習シートを単位時間ごとに１枚ずつ活用し、第２時以降、

授業の最初に、前時の児童用学習シートを返却していた。配付された

直後、多くの児童が教師の助言に目を通し、前時の振り返りを行うこ

とができていた。第５時では、第１～４時全ての児童用学習シートを

確認しながら、単元のまとめを行っていた。 

学習後に実施したアンケート結果から、全員が役に立ったと感じて

いることが分かった（図９）。児童の自由記述では以下のような回答

があり、児童用学習シートのよかった点がたくさん記述されていた。 

  ・次に何をするかが分かっているから書きやすい。  

・先生からのコメントも見られてアドバイスになる部分があったのでとてもいいと思った。 

・毎回振り返りがついていたので、その時の授業が見返すようにできて使いやすかった。 

  ・単元の課題、めあてなどをきれいにまとめられ、見やすかった。 等 

 以上のことから、児童用学習シートを活用したことで、児童は自己の学びや考えを整理したり、

学習の達成感を味わったり、学んだ内容を再確認したりすることができたと考えられる。 

 

３ 教師用単元シートと児童用 

学習シートをつなげる指導の 

工夫について(見通し３) 

(1) 低学年の実践② 

教師用単元シートにある学習 

活動と「おおむね満足できる」 

状況（Ｂ）を基に、児童用学習 

シートを作成した。授業後は、 

児童用学習シートを集約し、児 

童の記述を確認して教師用単元 

シートへ評価を記入した。そし 

て、教師用単元シートに記入した授業中の見取りや評価と 

児童用学習シートの記述を基に、児童用学習シートの「先 

生より」の欄に助言を記入した。助言をうなずきながら読 

んだり、助言を生かして活動したりする様子が見られた。 

また、授業中の見取りや評価と児童用学習シートの記述か 

ら、その時間の指導が不十分であったところや再度確認し 

た方がよいと思われる学習内容などを考え、教師用単元シ 

ートに次時の留意点などを追記した。前時の見取りを基に 

して、本時の活動に入る前に必要な指導を行うことができ 

たと考える。児童Ｇは、第２時で話題を一つも考えられな 

かった（図10）ので、友達の考えを参考にするよう助言し 

図10 教師用単元シート 

図11 児童Ｇ児童用学習シート 

図９ 児童用学習シートに 

ついて（６年） 

- 8 -



図14 アンケート結果（２年）   

た。第３時は早い段階で相談する話題を決め、理由まで記入することができた（前ページ図11）。 

  児童Ｎは、第２時で相談するのにふさわしい話題を早い段階で考え発言することができた（前ぺー

ジ図10）ので、「よいわだいを考えられて、はっぴょうもできましたね。みんなのお手本になりま

した。」と「先生より」に記入した。共に、教師用単元シートに記入した、授業中の見取りからの

コメントであり、教師用単元シートから児童用学習シートへのつながりになった。児童Ｊや児童Ｐ

は、第２時の授業後に集約した、児童用学習シートの「振り返り」に、「思い付かなかった」「書

けなかった」との記述があった。同じように取組が難しかったと見取れる児童が多かったため、全

体に具体例を示し、付け加える時間をとることにし、学習活動の欄に追記した（前ページ図10）。

これは、児童用学習シートから教師用単元シートへのつながりになった。また、児童Ｋは第６時で

は話合いへの取組が不十分だったので、次時の頑張りを期待する助言を記入した（図12、図13）。

児童Ｋは、図13のように２回目の話合いで前時より話をつなげることができ自己評価も上がった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①話すことを決めたり、選んだりして、話すこ

とができますか。 

②相手に分かりやすいように、話すことの順番

を考えることができますか。 

③伝えたいことや相手に合わせて、声の大きさ

や速さに気を付けることができますか。 

④どんな話か考えながら、最後まで聞くことが

できますか。 

図12 教師用単元シート   
図13 児童Ｋ児童用学習シート   

学習前           学習後 学習前           学習後 

学習前           学習後 学習前           学習後 
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図15 アンケート結果（２年）   

⑤話を聞いて、質問や感想をもつことができます

か。 

⑥話し合うときに、相手の話に合わせて、質問したり、感

想を言ったりすることができますか。 

 

 

   アンケートの結果（前ページ図14、図15）から、学習前と比べ学習後は、６項目中５項目で「で

きる」「まあまあ」の割合が高くなり、「話すこと・聞くこと」について、力が高まったと感じて

いる児童がいることが分かる。また、アンケートでは、話すとき・聞くとき・話し合うときに気を

付けていることについて自由記述での回答を促した。学習前は何も書けない児童が多かったが、学

習後はほぼ全員が記述することができた。また、記述内容もより適切なものが増えていて（表１）

児童の意識が高まったことが分かる。 

  表１ アンケートの自由記述 

    学習前 学習後 

話すときに 

気を付けて 

いること 

・間違えないようにしたい。 

・よそ見をしない。・声の大きさ  

・相手が分かりやすいように。  

・変な言葉を言わない。    等 

・はっきり最後まで。 

・考えとその理由を言う。  

・速さや声の大きさ。 

・相手の目を見て。        等 

聞くときに 

気を付けて 

いること 

・静かに聞く。・よそ見をしない。 

・相手の話をきちんと聞く。  

・途中で口をはさまない。   等 

・うなずく。 ・話している人を見て。  

・最後まで黙って。  ・目を見て。 

・話題に合った質問をする。    等 

話し合うとき
に気を付けて
いること 

・間違えないようにする。 

・駄目って言わないようにする。  

・相手が聞きやすい言葉で。  

・相手の話をちゃんと聞く。  等 

・一人ずつ順に。  ・丁寧な言葉で。 

・友達の言ったことを繰り返す。  

・「そうですね」と言いながらうなずく。 

・話がつながるように。      等 

 (2) 中学年の実践② 

  図16、17のように第６時の授業中の見取りと児童用学習シートの記述を基に、学習活動への追

記と児童Ｆへの助言を記入していた。児童Ｆは、第６時に自分の考えを多く並べていたが、理由

の記述がなかった。そこで、担任はよさを認めつつ、理由を言うことの必要性を助言した。第７

時の話合いでは、自分の考えと共に理由も発言することができていた。 

図17 児童Ｆ児童用学習シート 図16 教師用単元シート   

学習前           学習後 学習前           学習後 
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図18 アンケート結果（４年）   

〔４年担任への聞き取りより〕 

   児童が書いたものを前の日に読んでおいたが、授業では発言しない児童が多く、書いてあるのだ

から発言すればよいのにと思うことがあった。それで、次は自信をもって発言することを勧めるコ

メントを入れた。それを教師用単元シートにメモしておいて授業で使えたので、つながりができて

よかったと思う。 

①目的を考えて、集めた材料を比べたり、分類したりして、伝え合 
うために必要なことを選んで話すことができますか。 

②相手に伝わるように、理由や事例などをあげながら、話の中心がはっ 
きりするように、話の組立てを考えながら話すことができますか。 

③話の中心や話す場面を考えて、言葉の強弱や間の取り方などを 
工夫して話すことができますか。 

④必要なことを記録したり質問したりしながら聞くことがで 
きますか。 

⑤話を聞いて、話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことをと 
らえて、自分の考えをもつことができますか。 

⑥話し合うときに、お互いの意見の同じところ・にているところや 
ちがうところに気を付けて、考えをまとめることができますか。 

 

 学習前に行ったアンケートでは、「話すこと・聞くこと」に対する自己評価の高い児童が多かっ

た。しかし、学習後は、力が高まったと感じている児童がいる反面、どの項目も「あまり」と回答

する児童が増える結果となった（図18）。これは、単元の学習を通して「話すこと・聞くこと」の

身に付けるべき力への意識が高まり、自己評価を改めた児童がいたためと考えられる。学習前の自

由記述では、話すとき・聞くとき・話し合うときに気を付けていることについて、ほぼ全員が一つ

は適切な回答を行った。学習後は、多くの児童が、記述が増えたりより詳しい内容を記述したりす

ることができた。学習前に的を射ないことを記述した児童も、「話すときに気を付けていること」

として「自分の考えをまとめる」と記述することができた。 

  (3) 高学年の実践② 

 次ページ図19のように、第１時の見取りから学習活動に追記していた。児童Ｃは、第２時での主

張・理由・根拠の記入が不十分な部分があった。そこで、担任は、自分の考えをうまく伝えられる

よう助言を記入していた（次ページ図20）。話合いの中で、児童Ｃは自分の主張だけでなく理由も 

発言する様子が見られた。 

学習前           学習後 学習前           学習後 

学習前           学習後 学習前           学習後 

学習前           学習後 学習前           学習後 
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図21 アンケート結果（６年）   

学習前           学習後 学習前           学習後 

〔６年担任への聞き取りより〕 

教師からのコメントを読んで、「話合いのときには、これを意

識した方がよいのではないか」と思った児童がいたと思う。教師

用単元シートの書き込みを、児童用学習シートへの書き込みに生

かしたところがある。また、児童の授業中の様子や児童用学習シ

ートの記述を見て、今度はこうしようと思い学習活動に付け足し

たこともある。    

①目的や思いに合わせて、集めた材料を分類したり関係付けたり 
して、伝え合う内容をよく考えて話すことができますか。 

②話の内容がはっきりするように、事実と感想・意見を区別して 
話の組み立てを考えながら話すことができますか。 

③資料を使うなどして、自分の考えが伝わるように表現を工 
夫して話すことができますか。 

④話し手の目的や自分が聞こうとする思いに合わせて、話の内容 
を捉えて聞くことができますか。 

⑤話を聞いて、話し手の考えと比較しながら、自分の考えを 

まとめることができますか。 

⑥お互いの立場や思いをはっきりさせながら計画的に話し合い、 

考えを広げたりまとめたりすることができますか。 

 

 アンケートの結果（図21）から、学習前と比べ学習後は、６項目中５項目で「できる」「まあま

あ」の割合が高くなり、「話すこと・聞くこと」について力が高まったと感じている児童がいるこ

とが分かる。学習前の自由記述では、これまでの学習の積み重ねを反映し、話すとき・聞くとき・

話し合うときに気を付けていることについて、回答数に差はあるものの、多くの児童が適切な回答

図19 教師用単元シート   

学習前           学習後 学習前           学習後 

学習前           学習後 学習前           学習後 

図20 児童Ｃ児童用学習シート 
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を行った。学習後は、量的にも質的にも高い回答が増え、学習前、一つも回答できなかった児童も

話すとき・聞くときについて、適切な内容を記述することができた。 

 以上のことから、教師用単元シートと児童用学習シートをつなげる指導の工夫は、授業改善につ

ながり、「話すこと・聞くこと」の力を高めることができたと考えられる。  

 

Ⅶ 研究のまとめ 

  

 １ 成果 

  ○ 教師用単元シートの活用は、授業中に「努力を要する」状況（Ｃ）の児童への支援を行ったり

評価や見取りを記録したりすることに役立った。 

  ○ 児童用学習シートは、児童が、「めあて」から「振り返り」まで見通したり、容易に記述した

りすることに有効であり、教師からの助言を一人一人に伝えることに役立った。 

  ○ 授業中の見取りや児童用学習シートの記述を基に教師用単元シートの学習活動欄に追記したり 

 教師用単元シートの記入を基に児童用学習シートに教師の助言を記入したり、二つのシートをつ 

なげ、評価を指導に生かすことで、児童の「話すこと・聞くこと」の力を高められた。 

 

 ２ 課題 

  ○ 学習内容や児童の実態に合わせて、適切な評価や支援を行うことにつながる評価項目や支援内

容等を精選し、よりよい教師用単元シートを作成することが必要である。 

  ○ 児童用学習シート作成に当たり、学習内容を考慮し提示する指示や発問を検討することで、児

童の記述を評価に更に生かせるようにしていくことが必要である。 

  ○ 指導と評価の一体化を意識した授業改善のために、教師用単元シートと児童用学習シートのよ

り有効なつながりのもたせ方を検討していく必要がある。 

 

Ⅷ 提言  

 

 本研究では、国語科の中でも見取りや評価の比較的難しい「話すこと・聞くこと」領域において、教

師用単元シートと児童用学習シートをつなげる指導の工夫をし評価を指導に生かすことで、児童の「話

すこと・聞くこと」の力を高められることを明らかにした。本研究で活用した教師用単元シートや児童

用学習シートを参考に、既存の年間指導計画や単元計画、ワークシートを生かして、児童の見取りに役

立つシートを作成・活用し、授業での児童の学びを振り返り、指導に生かしたり、児童の取組の向上に

つなげたりして、授業改善を図っていくことが必要であると考える。 
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